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中
世
史
料
と
は
　
日
本
中
世
の
社
会
で
は
、
土
地
の
売
買
か

ら
裁
判
、
合
戦
に
い
た
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
文も

ん
じ
ょ書
・

記
録
が
作
成
さ
れ
、
自
分
の
権
利
を
主
張
・
確
認
す
る
証
拠
な

ど
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
ま
し
た
。
中
世
史
研
究
で
使
用
さ

れ
る
史
料
は
、
こ
う
し
て
現
代
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
・
記
録
が

根
幹
と
な
り
ま
す
。
中
世
に
は
日
本
の
各
地
域
で
識
字
層
が
拡

大
し
、京
都
近
辺
の
み
な
ら
ず
各
地
域
で
も
文
書
・
記
録
が
作
成
・

保
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
尼
崎
で
も
地
域
に
関
す
る

多
様
な
史
料
が
数
多
く
残
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
流
通
・
経

済
の
発
展
と
と
も
に
京
都
と
地
方
の
交
流
も
活
発
に
な
っ
た
の

で
、
中
継
地
と
し
て
の
尼
崎
の
様
子
は
、
京
都
の
貴
族
の
日
記

の
ほ
か
文
学
作
品
や
絵
画
作
品
の
な
か
に
も
描
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
尼
崎
地
域
の
中
世
史
料（１
）に
つ
い
て
、
文
書
・
記
録
・

典て
ん
せ
き籍
及
び
文
学
作
品
・
絵
画
史
料
に
わ
け
て
紹
介
し
ま
す
。

　
文も

ん
　
書じ
ょ

　
文
書
と
は
、
私
的
な
手
紙
か
ら
法
令
・
布
告
・
通

達
な
ど
の
公
文
書
ま
で
を
含
む
書
類
の
こ
と
で
、
古
文
書
学
で

は
、
差
出
者
か
ら
受
取
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
意
志
を
伝
え
る

た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。中
世
に
は
、

土
地
や
人
の
支
配
は
文
書
を
通
し
て
行
な
わ
れ
た
の
で
、
支
配

の
様
子
や
生
活
環
境
な
ど
、
地
域
の
生
々
し
い
実
態
を
伝
え
る

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
尼
崎
市
域
に
関
係
す
る
中
世

文
書
は
、
荘
園
支
配
に
関
す
る
も
の
が
多
数
を
占
め
、
こ
れ
ら

は
荘
園
領
主
で
あ
っ
た
寺
社
や
貴
族
の
家
な
ど
に
ま
と
ま
っ
て

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
文
書
を

お
も
な
ま
と
ま
り
（
文
書
群
）
ご
と
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

東
大
寺
文
書　

奈
良
・
東
大
寺
に
伝
来
し
た
文
書
は
、
現
在
、

東
大
寺
（
成
巻
文
書
・
未
成
巻
文
書
）
の
ほ
か
、宮
内
庁
書
陵
部
（
東

南
院
文
書
）
や
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
（
摂
津
国
古
文
書
）
な

ど
に
も
分
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
大
寺
は
、
現
在
の
尼
崎
市
内

に
猪い

な
の
し
ょ
う

名
荘
（
長な
が
す
の
し
ょ
う

洲
荘
）・
椋
く
ら
は
し
の
し
ょ
う

橋
荘
と
い
う
荘
園
を
も
ち
、
鎌
倉
時

代
末
期
に
は
神
崎
関
の
関
銭
の
一
部
を
東
大
寺
の
堂
舎
の
修
造

費
用
と
し
て
徴
収
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
東
大
寺
文
書
の
な
か
に
は
こ
れ
ら
の
支
配
や
経
営
に
関
す

る
大
量
の
文
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
中
世
の
こ
の
地
域
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
も
っ
と
も
重
要
な
史
料
と
い
え
ま

す
。
と
り
わ
け
猪
名
荘
（
長
洲
荘
）
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
一
世

紀
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
鴨
社
と
東
大
寺
と
の
間
で
繰
り
返

さ
れ
た
相
論
や
、
一
四
世
紀
初
頭
に
起
き
た
悪
党
事
件
に
関
す

る
文
書
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
荘
園
制
の
構

造
や
当
時
の
社
会
状
況
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
い
う
点
で
も
、

き
わ
め
て
価
値
の
高
い
史
料
で
す
（『
尼
崎
市
史
』
第
四
巻
Ⅱ
猪

名
庄
・
長
洲
庄
関
係
史
料
）。

宝ほ
う
し
ゅ
い
ん

珠
院
文
書　

宝
珠
院
は
、
東
大
寺
法
華
堂
を
活
動
の
拠
点
と

し
た
東
大
寺
僧
（
法
華
堂
衆
）
が
住
房
と
し
た
院
家
の
ひ
と
つ

で
す
。宝
珠
院
に
は
法
華
堂
衆
に
関
わ
る
文
書
が
多
く
伝
来
し
、

現
在
は
京
都
大
学
総
合
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年

内
容
が
調
査
さ
れ
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
法

華
堂
は
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）、
東
大
寺
別
当
か
ら
の
寄
進
を

受
け
て
以
降
、
長
洲
荘
を
寺
領
と
し
て
支
配
し
て
お
り
、
宝
珠

院
文
書
に
は
長
洲
荘
関
係
文
書
が
大
量
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
分
析
を
通
し
て
、
鎌
倉
末
期
の
悪
党
事
件
や
室
町
時
代
以
降

の
経
営
実
態
な
ど
、
従
来
の
研
究
で
は
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

事
実
の
発
掘
が
進
ん
で
い
ま
す
（
本
章
〈
実
践
編
〉
１
参
照
）。

真
福
寺
文
書　

名
古
屋
の
真
福
寺
寶ほ
う
し
ょ
う
い
ん

生
院
（
大
須
観
音
）
は
一
四

世
紀
、
能の

う
し
ん信
が
開
い
た
真
言
宗
の
寺
院
で
、
多
数
の
聖
教
・
典

籍
・
文
書
を
伝
え
て
い
ま
す
。
二
世
住
持
・
信
瑜
が
東
大
寺
東

南
院
聖し

ょ
う
ち
ん珍
法ほ
う
し
ん
の
う

親
王
の
法
流
を
受
け
た
た
め
、
真
福
寺
に
は
東

大
寺
文
書
の
一
部
が
流
入
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
大だ

い
も
つ物
浜
・
長

洲
浜
請う

け
ぶ
み文
が
あ
り
ま
す
（
市
史
第
四
巻
Ⅱ
猪
名
庄
・
長
洲
庄
関
係

史
料
五
八
、
以
下
、
第
四
巻
掲
載
史
料
は
Ⅰ
一
般
編
年
史
料
が
番
号

嘉暦元年「代官・沙汰人・番頭等連署起請文」
（大覚寺文書、部分、尼崎市教育委員会提供写真）

の
み
、
Ⅱ
猪
名
庄
・
長
洲
庄
関
係
史
料
が
「
猪
○
○
（
番
号
）」、
Ⅲ

大
覚
寺
文
書
が
「
大
○
○
」
と
表
記
し
ま
す
）。
こ
れ
は
、
長
洲
浜

の
南
に
形
成
さ
れ
た
砂さ

す州
を
め
ぐ
り
、
東
大
寺
と
鴨
社
が
争
っ

た
相
論
に
関
係
す
る
史
料
で
す
。「
尼
崎
浜
は
大
物
以
南
河
を

隔
つ
、
久
安
以
後
新
出
の
地
な
り
」
と
あ
り
、
尼
崎
と
い
う
土

地
の
始
ま
り
を
記
す
も
の
と
し
て
大
変
貴
重
で
す
。

大
徳
寺
文
書　

京
都
の
大
徳
寺
は
一
四
世
紀
、
宗
し
ゅ
う
ほ
う峰
妙み
ょ
う
ち
ょ
う
超
に
よ

り
開
か
れ
た
臨
済
宗
の
寺
院
で
、
大
徳
寺
文
書
の
な
か
に
は
、

武
庫
郡
の
土
地
売
買
に
関
す
る
史
料
が
四
〇
〇
点
以
上
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
大
徳
寺
の
塔

た
っ
ち
ゅ
う頭
如に
ょ
い
あ
ん

意
庵
や
、
そ
の
末
寺
だ
っ

た
鳴
尾
の
長ち

ょ
う
ろ
じ

蘆
寺
（
現
西
宮
市
域
）
が
寄
進
や
売
得
を
通
し
て

集
積
し
た
も
の
で
、
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）、「
海
崎
」（
尼

崎
）
の
住
人
橘
氏
女
が
長
蘆
寺
庵
主
に
田
地
を
売
っ
た
売
券

（
二
四
九
）
や
、
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）、
尼
崎
の
広
徳
寺
が
如

意
庵
に
田
地
を
寄
進
し
た
寄
進
状
（
二
八
六
）
な
ど
、
尼
崎
の

人
々
や
寺
院
が
関
係
す
る
文
書
が
多
数
あ
り
ま
す
。

醍
醐
寺
文
書　

京
都
の
醍
醐
寺
は
九
世
紀
、
聖し
ょ
う
ほ
う宝
に
よ
り
開
か

れ
た
真
言
宗
の
寺
院
で
、
そ
の
子
院
の
ひ
と
つ
で
あ
る
報
恩
院

は
中
世
、
野
間
村
友と

も
ゆ
き
み
ょ
う

行
名
の
な
か
に
寺
領
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
醍
醐
寺
文
書
の
な
か
に
は
、
寛
喜
三
年
（
一

二
三
一
）、
報
恩
院
の
院
主
成
賢
が
憲
深
に
与
え
た
譲
ゆ
ず
り
じ
ょ
う
状
（
一
〇

五
）
以
来
、
代
々
の
院
主
が
所
領
を
伝
領
し
た
証
拠
文
書
や
、

院
や
天
皇
が
知
行
を
安
堵
し
た
院
宣
・
綸り

ん
じ旨
、
寺
領
の
坪
付
を

記
載
し
た
年
貢
注
進
状
（
一
二
六
）
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
覚
寺
文
書　

市
内
寺
町
の
大
覚
寺
は
鎌
倉
時
代
、
値ち
が
ん願
が
長な
が

洲す
の

御み
く
り
や厨

内
に
建
立
し
た
燈
炉
堂
に
由
来
す
る
寺
院
で
、
創
建
以

来
の
文
書
は
現
在
も
多
く
が
大
覚
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

（
近
世
、
大
覚
寺
が
奈
良
の
唐
招
提
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
関
係
で
、
一

部
は
唐
招
提
寺
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
）。
大
覚
寺
文
書
の
中
心

は
寺
領
支
配
や
土
地
の
寄
進
・
売
買
に
関
す
る
も
の
で
す
が
、

中
世
に
お
け
る
こ
の
地
域
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
文
書
も

多
く
含
ま
れ
ま
す
。
と
く
に
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
九
月
の

代
官
・
沙
汰
人
・
番
頭
等
連
署
起き

し
ょ
う
も
ん

請
文
（
大
六
、
タ
イ
ト
ル
写
真

参
照
）
は
、
争
乱
の
と
き
に
は
伽が
ら
ん藍
を
守
る
な
ど
と
地
域
の
有

力
者
が
大
覚
寺
の
安
泰
を
保
証
し
た
も
の
で
、
大
覚
寺
が
地
域

の
人
々
を
結
び
つ
け
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
注
目

す
べ
き
史
料
と
い
え
ま
す
。

本
興
寺
文
書　

大
覚
寺
と
同
じ
く
寺
町
に
あ
る
本
興
寺
は
一
五
世

紀
、
法
華
宗
の
日に

ち
り
ゅ
う隆が
創
建
し
た
寺
院
で
、
創
建
以
来
摂
津
守

護
細
川
氏
や
戦
国
大
名
三
好
氏
な
ど
の
庇
護
を
受
け
た
た
め
、

戦
国
時
代
を
中
心
と
し
た
武
家
文
書
が
伝
来
し
て
い
ま
す
。
戦

国
時
代
、
本
興
寺
門
前
に
は
同
寺
を
中
核
と
す
る
都
市
が
形
成

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
下
さ
れ
た
武
家
権
力
の
禁き

ん
ぜ
い制
や
、
住
民

た
ち
が
本
興
寺
へ
の
奉
公
を
誓
約
し
た
起
請
文
な
ど
は
、
当
時

の
都
市
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
条
家
文
書　

九
条
家
は
摂
政
・
関
白
を
世
襲
し
た
五
摂
家
の

ひ
と
つ
で
、建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
の
九
条
道
家
総
処
分
状
（
一

一
五
）
に
は
、
九
条
家
領
の
な
か
に
潮
江
荘
・
生い
く
し
ま
の
し
ょ
う

島
荘
が
確

認
さ
れ
ま
す
。
生
島
荘
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
関
係
文

書
が
あ
り
、と
く
に
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
の
覚
照
重
申
状
（
一

三
五
）
か
ら
開
発
と
伝
領
の
過
程
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。

北
河
原
森
本
文
書　

森
本
氏
は
中
世
、
伊
丹
を
本
拠
と
し
た
有

力
国
人
・
伊
丹
氏
の
一
族
で
、
一
族
に
伝
来
し
た
文
書
は
現

在
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
（
市
史
は

内
閣
文
庫
所
蔵
の
写
本
を
典
拠
に
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
史
料
編

纂
所
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
原
本
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
）。
市

域
に
関
係
す
る
文
書
と
し
て
は
、
南
北
朝
時
代
に
記
さ
れ
た
三

通
の
軍
忠
状
（
戦
争
で
の
手
柄
を
上
申
す
る
文
書
）
が
あ
り
（
二

二
〇
・
二
二
四
・
二
五
八
）、
こ
の
時
期
、
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
神
崎
を
舞
台
に
た
び
た
び
激
し
い
合
戦
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ

と
が
生
々
し
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
記
　
録
　
記
録
と
は
、
事
実
を
後
世
に
伝
え
る
必
要
か
ら
書

き
記
し
た
も
の
の
こ
と
で
、
日
々
の
で
き
ご
と
を
記
し
た
日
記

が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
日
記
は
九
世
紀
、
貴
族

社
会
に
お
い
て
自
分
の
儀
式
や
政
務
の
作
法
を
子
孫
に
伝
え
る

た
め
に
記
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
や
が
て
寺
院
社
会
や
武
家

社
会
に
も
日
記
を
記
す
慣
習
が
広
ま
り
、
内
容
も
儀
式
や
政
務

の
作
法
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
や
社
会
風
俗
ま
で
記

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
代
、
日
記
を
記
し

た
の
は
京
都
の
貴
族
や
奈
良
の
僧
侶
・
神
官
が
中
心
で
す
が
、

な
か
に
は
尼
崎
地
域
に
所
領
を
持
つ
者
や
、
寺
社
参
詣
な
ど
の

途
中
に
こ
の
地
域
を
訪
れ
た
者
も
お
り
、
現
市
域
の
様
子
や
事

件
が
書
き
留
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
市

域
に
つ
い
て
記
し
た
記
録
を
時
代
順
に
紹
介
し
ま
す
。

院
政
期　

河
尻
・
長
洲
と
い
っ
た
現
尼
崎
市
域
の
地
名
は
、

す
で
に
一
〇
世
紀
の
『
貞て

い
し
ん信
公こ
う
き記
』（
三
四
、
藤
原
忠
平
の
日
記
）

や
一
一
世
紀
初
頭
の
『
左さ
け
い
き

経
記
』（
三
八
、
源
経つ
ね
よ
り頼
の
日
記
）
な

ど
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
貴
族
本
人
が
こ
の
地
域
を

訪
れ
日
記
に
記
し
た
の
は
、一
二
世
紀
前
半
の
『
長ち

ょ
う
し
ゅ
う
き

秋
記
』（
四

五
、
源
師も
ろ
と
き時
の
日
記
）
が
最
初
で
す
。
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）

九
月
、
師
時
は
西
宮
の
広
田
社
に
参
詣
に
出
か
け
ま
し
た
が
、

そ
の
途
中
、
神
崎
で
遊
女
を
招
い
て
遊
ん
だ
こ
と
や
、
帰
途
に

も「
神
崎
井
部
庄
」で
宿
を
と
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
末
期
、
政
権
を
掌
握
し
た
平
清
盛
が
福
原
（
現
神

戸
市
兵
庫
区
）に
拠
点
を
構
え
、や
が
て
遷
都
を
実
行
に
移
す
と
、

旧
都
と
な
っ
た
京
都
と
福
原
の
間
を
貴
族
た
ち
は
頻
繁
に
往
来

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
神
崎
川
河
口
に
あ
た
る
尼
崎
周
辺

は
水
路
と
陸
路
の
中
継
地
で
あ
り
、
寺て

ら
え江
に
は
藤
原
邦く
に
つ
な綱
の
寺

江
山
荘
な
ど
の
別
荘
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
貴
族
の
日
記

の
な
か
に
も
頻
繁
に
市
域
の
地
名
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
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す
。
こ
の
頃
、
京
都
と
福
原
を
往
来
し
た
記
録
が
残
さ
れ
た
貴

族
の
日
記
と
し
て
は
、藤
原（
中
山
）忠た
だ
ち
か親
の
日
記『
山さ
ん
か
い
き

槐
記
』（
六

〇
～
六
二
・
六
四
・
六
七
）
や
藤
原
（
九
条
）
兼か
ね
ざ
ね実
の
『
玉ぎ
ょ
く
よ
う葉
』

（
五
八
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
『
山
槐
記
』
の
治
承

三
年
（
一
一
七
九
）
六
月
二
二
日
条
に
は
、
忠
親
の
兄
で
あ
る

前
太だ

じ
ょ
う
だ
い
じ
ん

政
大
臣
藤
原
（
花か
ざ
ん
い
ん

山
院
）
忠た
だ
ま
さ雅
の
厳
島
神
社
参
詣
の
記
事

が
あ
り
、
こ
こ
に
は
寺
江
に
一
宿
し
た
あ
と
、
そ
こ
か
ら
二
〇

町
離
れ
た
「
尼
□
」
ま
で
船
に
乗
っ
た
と
み
え
ま
す
。「
尼
□
」

は
尼
崎
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
尼
崎
と
い
う
地
名
を
記

し
た
も
っ
と
も
早
い
事
例
の
ひ
と
つ
で
す
。こ
う
し
た
記
録
は
、

当
時
の
交
通
や
地
形
を
考
え
る
う
え
で
も
基
本
と
な
る
史
料
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

鎌
倉
時
代　

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）、
平
氏
は
壇
ノ
浦
合
戦

で
滅
亡
し
福
原
も
荒
廃
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
貴
族
た

ち
は
寺
社
参
詣
な
ど
で
西
国
を
訪
れ
、
現
市
域
に
も
た
び
た
び

立
ち
寄
り
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
、
貴
族
自
身
が
尼
崎
を
訪
れ
記

し
た
日
記
と
し
て
は
、
歌
人
と
し
て
有
名
な
藤
原
定
家
の
『
明

月
記
』（
九
〇
・
九
二
・
九
七
）、
藤
原
（
三
条
）
実さ
ね
み躬
の
『
実
躬

卿
記
』
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
一
〇
月
二
一
日
条
、
神じ
ん
ぎ祇
伯は
く

業な
り
あ
き
お
う

顕
王
の
『
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
業
顕
王
西
宮
参
詣
記
』

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
藤
原
兼か

ね
な
か仲
の
『
勘か
ん

仲ち
ゅ
う
き記
』
に
は
、
弘
安

二
年
（
一
二
七
九
）、
関
白
鷹た
か
つ
か
さ司
兼か
ね
ひ
ら平
が
難な
に
わ
え

波
江
に
下
向
し
た

様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
伝
聞
で
は
あ
り
ま
す
が
、
砂
浜
が
広

が
り
眺
望
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
み
え
ま
す
（
一
二
七
）。

　

鎌
倉
時
代
に
は
、荘
園
支
配
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
、

訴
訟
の
数
が
激
増
し
た
の
で
、
貴
族
た
ち
の
日
記
に
は
、
し
ば

し
ば
荘
園
に
関
す
る
裁
判
の
記
事
が
み
ら
れ
ま
す
。
後
嵯
峨
院

政
で
裁
判
の
実
務
を
担
当
し
た
吉
田
経つ

ね
と
し俊
の
『
経つ
ね
と
し
き
ょ
う
き

俊
卿
記
』
に

は
、
長
洲
御
厨
や
武
庫
荘
に
関
す
る
裁
判
の
記
事
が
あ
り
ま
す

（
猪
六
二
、一
二
〇
）。
ま
た
、
宝
珠
院
文
書
に
は
、
春
恩
房
覚
英

と
い
う
東
大
寺
法
華
堂
の
寺
僧
が
、
長
洲
荘
を
め
ぐ
る
訴
訟
の

た
め
上
洛
し
た
と
き
に
作
成
し
た
「
覚
英
訴
訟
上
洛
日
記
」
と

い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
長
洲
荘
の
支
配
が
う
か

が
え
る
史
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
時
の
裁
判
の
様
子
を
伝
え

る
も
の
と
し
て
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

南
北
朝
か
ら
戦
国
時
代　

南
北
朝
の
動
乱
が
始
ま
る
と
、
貴
族

や
寺
社
の
荘
園
は
兵
糧
米
確
保
の
た
め
な
ど
と
し
て
武
士
た

ち
に
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
貴
族
た
ち
の
生
活
は
危
機
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
朝
廷
の
儀
式
も
多
く
が
退
転
し
、
貴

族
た
ち
の
日
記
に
は
荘
園
支
配
の
回
復
を
求
め
、
奔
走
す
る
様

子
が
よ
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
代
、
荘
園
領

主
と
し
て
、
日
記
に
現
尼
崎
市
域
の
荘
園
を
め
ぐ
る
動
向
を
書

き
記
し
た
も
の
と
し
て
は
、
一
五
世
紀
後
半
の
『
大

だ
い
じ
ょ
う
い
ん

乗
院
寺じ
し
ゃ社

雑ぞ
う
じ
き

事
記
（
尋じ
ん
そ
ん尊
大
僧
正
記
）』
と
、
一
五
世
紀
後
半
～
一
六
世
紀

前
半
の
『
実さ

ね
た
か隆
公こ
う
き記
』
が
あ
り
ま
す
。

　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
は
興
福
寺
大
乗
院
の
門
主
・
尋
尊

の
日
記
で
、
大
乗
院
は
こ
の
地
域
に
武
庫
荘
・
浜
崎
荘
・
西
小

屋
荘
お
よ
び
生
島
荘
の
富と

ま
つ
ご
う

松
郷
・
浜
郷
と
い
っ
た
多
数
の
寺
領

荘
園
を
持
っ
て
い
ま
し
た
（
大
乗
院
は
興
福
寺
の
別
当
を
輩
出
す

る
院
家
の
ひ
と
つ
で
、
一
条
院
と
と
も
に
中
世
興
福
寺
を
構
成
し
て

い
ま
し
た
）。
こ
れ
ら
の
荘
園
も
、
応
仁
の
乱
以
降
の
戦
乱
の
な

か
で
、「
御
年
貢
等
無
沙
汰
」（
三
二
二
）、「
年
貢
一
銭
も
到
来

せ
ず
」（
三
八
二
）
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
支
配

の
回
復
と
維
持
を
は
か
る
た
め
、
尋
尊
は
文
書
や
情
報
を
集
め

て
詳
細
な
日
記
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、『
大
乗
院
寺
社

雑
事
記
』
に
は
尋
尊
の
手
元
に
集
め
た
文
書
が
写
し
取
ら
れ
る

な
ど
、
膨
大
な
情
報
が
残
さ
れ
て
お
り
、
室
町
後
期
か
ら
戦
国

時
代
に
か
け
て
の
こ
の
地
域
を
考
え
る
う
え
で
、
不
可
欠
の
史

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
『
実
隆
公
記
』
は
、
古
典
や
歌
学
な
ど
に
く
わ
し
く
当

代
一
流
の
文
化
人
・
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
三
条
西
実
隆
の
日

記
で
、
三
条
西
家
は
戦
国
時
代
、
富
松
荘
（
西
富
松
荘
）
の
三

分
の
一
を
家
領
と
し
て
知
行
し
て
い
ま
し
た
。
幸
い
富
松
荘
か

ら
の
年
貢
は
滞
ら
ず
に
実
隆
の
も
と
に
納
め
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
、『
実
隆
公
記
』
に
は
、
富
松
荘
か
ら
年
貢
・
公く

じ事
の
ほ
か
、

若
菜
や
粽ち

ま
き、
節
供
の
物
な
ど
が
進
上
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
（
三
九
一
・
四
〇
四
・
四
一
四
・
四
二
六
な
ど
）。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
の
時
代
、
日
記
を
書
い
た
本
人
が
現
市
域
を

訪
れ
た
記
録
と
し
て
は
、
右
の
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
や

『
親ち

か
な
が
き
よ
う
き

長
卿
記
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に

は
文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）、
尋
尊
が
有
馬
温
泉
に
出
か
け
た

道
中
が
記
さ
れ
て
お
り
、
途
中
、
杭
瀬
か
ら
尼
崎
に
入
っ
て
大

物
に
宿
し
た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
（
三
九
二
）。『
親
長
卿
記
』

は
実
務
派
の
中
級
貴
族
で
あ
っ
た
甘
露
寺
親
長
の
日
記
で
、
文

明
一
二
年
（
一
四
八
〇
）
四
月
二
七
・
二
八
日
条
に
は
、
や
は

り
有
馬
に
向
か
う
途
中
、
上か

み
さ
か
べ

坂
部
周
辺
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ

る
「
酒
部
」
に
宿
を
と
っ
た
と
い
う
記
事
が
み
え
ま
す
。

　
典て

ん
　
籍せ
き

　
文
書
・
記
録
が
研
究
対
象
の
歴
史
的
事
象
と
同
時

代
に
作
成
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
の
に
対
し
、
典
籍
と
は
後
の
時

代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
書
籍
類
を
指
し
ま
す
。
日
本
で
は
古
代
以

来
、
国
家
や
一
族
の
歴
史
を
叙
述
し
た
歴
史
書
や
、
寺
院
の
由

緒
や
行
事
、
経
済
基
盤
に
つ
い
て
ま
と
め
た
寺
誌
、
仏
教
諸
宗

派
の
祖
師
や
高
弟
な
ど
の
行
状
を
ま
と
め
た
伝
記
類
が
編
さ
ん

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
歴
史
書
や
寺
誌
・
伝
記
類
は
文

書
や
記
録
を
も
と
に
し
て
編
さ
ん
さ
れ
て
お
り
、
信
頼
度
の
高

い
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
成
立
し
た
時
代
の
価
値
観

や
編
さ
ん
者
の
意
図
な
ど
が
入
り
込
ん
で
い
た
り
、
間
違
っ
た

情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
使
用
す
る
際
に
は

史
料
の
性
格
を
よ
く
知
っ
て
お
く
な
ど
注
意
が
必
要
で
す
。

　

中
世
の
市
域
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
典
籍
類
と
し
て
は
、

『
吾あ

づ
ま
か
が
み

妻
鏡
』
や
『
東
大
寺
続
要
録
』、『
金こ
ん
ご
う剛
仏ぶ
つ
し子
叡え
い
そ
ん尊
感か
ん
し
ん身

学が
く
し
ょ
う
き

正
記
』
と
い
っ
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。『
吾
妻
鏡
』
は

鎌
倉
幕
府
に
よ
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
幕
府
の
公
的
な
歴
史
書

で
、
幕
府
官
僚
の
も
と
に
保
管
さ
れ
た
文
書
や
記
録
、
貴
族
の

日
記
な
ど
を
も
と
に
頼
朝
挙
兵
以
来
の
幕
府
の
歴
史
が
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
一
一
月
五
・

六
日
条
に
は
、
京
都
を
追
わ
れ
た
源
義
経
が
河
尻
で
多
田
行
綱

ら
の
軍
勢
と
戦
っ
て
敗
れ
、
大
物
か
ら
船
に
乗
り
遭
難
し
た
記

述
が
あ
り
ま
す
（
七
二
）。『
東
大
寺
続
要
録
』
は
、
一
二
世
紀

初
頭
に
成
立
し
た
『
東
大
寺
要
録
』
の
後
を
つ
ぎ
、一
三
世
紀
、

東
大
寺
で
ま
と
め
ら
れ
た
寺
誌
で
、
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）、

長
洲
荘
を
め
ぐ
る
鴨
社
と
東
大
寺
と
の
裁
判
に
あ
た
っ
て
、
三

人
の
大
臣
に
意
見
を
求
め
た
記
事
が
あ
り
ま
す（
猪
五
六
）。『
金

剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』
は
一
三
世
紀
、
真
言
律
宗
を
興
し

た
叡
尊
に
よ
る
自
伝
で
、
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
八
月
五
日
・

六
日
条
に
は
、
叡
尊
が
河
尻
燈
炉
堂
を
訪
れ
、
諸
人
に
菩
薩
戒

を
授
け
た
と
の
記
事
が
あ
り
ま
す
（
一
二
五
）。

　
文
学
作
品
　
文
学
作
品
も
広
い
意
味
で
典
籍
の
一
種
で
す

が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
史
実
に
脚
色
が
加
え
ら
れ
た
創
作
物

を
文
学
作
品
と
し
て
区
別
し
ま
す
。
文
学
作
品
と
歴
史
書
や
記

録
の
境
界
は
あ
い
ま
い
で
す
が
、
た
と
え
ば
『
土
佐
日
記
』
は

紀き
の

貫つ
ら
ゆ
き之
が
自
分
を
女
性
に
置
き
換
え
て
著
し
た
作
品
で
あ
る
よ

う
に
、
文
学
作
品
の
な
か
に
は
自
分
を
他
人
に
仮
託
し
て
記
し

た
も
の
も
多
く
、
史
料
と
し
て
利
用
す
る
に
は
他
の
史
料
と
比

較
・
検
討
す
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
注
意
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市
域
で
は
猪
名
や
長
洲
の
浜
が
名
所
と
し
て
京
都
の
貴
族
に
知

ら
れ
歌
に
詠
ま
れ
た
ほ
か
、
一
二
世
紀
は
じ
め
頃
、
当
代
一
流

の
漢
文
学
者
で
あ
っ
た
大
江
匡ま

さ
ふ
さ房
が
書
い
た
『
遊
女
記
』
に
は

神
崎
が
「
天
下
第
一
之
楽
地
」
と
謳
わ
れ
（
四
四
）、『
宇
津
保

物
語
』
に
も
長
洲
浜
が
見
る
べ
き
名
所
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。『
高た

か
く
ら
い
ん
い
つ
く
し
ま
ご
こ
う
き

倉
院
厳
島
御
幸
記
』
や
『
中な
か
つ
か
さ
の
な
い
し

務
内
侍
日

記
』
に
は
、
京
都
か
ら
尼
崎
に
い
た
る
道
中
の
様
子
が
記
さ
れ

て
お
り
、
当
時
の
交
通
や
尼
崎
周
辺
の
環
境
を
考
え
る
う
え
で

貴
重
で
す
。
と
く
に
『
中
務
内
侍
日
記
』
は
、
ほ
か
の
史
料
で

は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
中
世
の
尼
崎
に
住
む
人
々
の
生
業

や
風
俗
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
大
変
興
味
深
い
史
料
と
い
え

ま
す
（
本
章
〈
実
践
編
〉
１
コ
ラ
ム
「
中
世
尼
崎
へ
の
旅
」
参
照
）。

　

現
市
域
は
頻
繁
に
戦
争
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
が
、
文
書
や

記
録
か
ら
は
戦
争
の
断
片
的
な
情
報
し
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

戦
争
の
流
れ
や
実
態
を
知
る
た
め
に
は
、『
太
平
記
』
や
『
細

川
両
家
記
』
と
い
っ
た
軍
記
物
語
の
記
述
が
役
に
立
ち
ま
す
。

『
太
平
記
』
は
、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
鎌
倉
幕
府
討
幕
戦
争
か

ら
南
北
朝
内
乱
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
た
長
大
な
軍
記
で
、
と

く
に
巻
三
八
「
和み

き
た田
・・

楠く
す
の
き
と与
箕み
の
う
ら浦
次じ
ろ
う
ざ
え
も
ん

郎
左
衛
門
軍い
く
さ
の
こ
と事
」
に
は
、

康
安
二
年
（
一
三
六
二
）
八
月
、
南
朝
の
楠
木
正ま
さ
の
り儀
・
和み
き
た田
正

武
と
北
朝
の
箕
浦
弥
次
郎
ら
が
神
崎
橋
周
辺
を
舞
台
と
し
て

激
戦
を
繰
り
広
げ
た
様
子
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
ま
す
（
二
五

七
）。
一
方
、『
細
川
両
家
記
』
は
摂
津
守
護
細
川
氏
の
分
裂
抗

争
か
ら
織
田
信
長
の
上
洛
ま
で
の
畿
内
の
争
乱
を
描
い
た
軍
記

で
、
合
戦
と
と
も
に
尼
崎
や
大
物
の
町
の
内
部
の
様
子
も
描
か

れ
て
い
ま
す
。
作
者
の
生
嶋
宗そ

う
ち
く竹
は
現
市
域
に
あ
っ
た
生
島
荘

を
本
拠
と
す
る
武
士
の
一
族
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
だ

と
す
れ
ば
、
地
元
の
人
物
が
地
元
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
点
で
も
大
変
貴
重
な
記
録
と
い
え
ま
す
。
（
２
）

　
絵
画
史
料
　
近
年
、
歴
史
学
研
究
で
は
、
文
書
や
古
記

録
に
代
表
さ
れ
る
文
献
に
加
え
、
絵
巻
や
絵
図
、
肖
像
画
と

い
っ
た
絵
画
に
つ
い
て
も
史
料
と
し
て
活
用
し
、
そ
こ
に
込

め
ら
れ
た
意
図
を
読
み
解
い
た
り
、
描
か
れ
た
人
々
や
町
の

様
子
か
ら
風
俗
や
景
観
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
が

進
展
し
て
い
ま
す
。

　

中
世
の
現
尼
崎
市
域
の
景
色
を
描
い
た
絵
画
史
料
に
は
、
米

国
ワ
シ
ン
ト
ン
の
フ
リ
ー
ア
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
槻つ

き
み
ね
で
ら

峯
寺

建こ
ん
り
ゅ
う立
修し
ゅ
ぎ
ょ
う行
縁え
ん
ぎ起
絵え
ま
き巻
」
と
、市
内
大
覚
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
「
大

覚
寺
縁
起
絵
巻
」
が
あ
り
ま
す
（
本
章
第
三
節
〈
実
践
編
〉
２
参

照
）。
ふ
た
つ
の
絵
巻
は
と
も
に
中
世
、
長
洲
浜
に
建
立
さ
れ

た
燈
炉
堂
の
由
来
を
記
し
た
も
の
で
、
燈
炉
堂
と
海
辺
の
景
色

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
建
物
は
燈
炉
堂
の
ほ
か
に

描
か
れ
て
お
ら
ず
、
町
の
様
子
な
ど
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大

型
船
が
沖
合
に
停
泊
し
、
そ
こ
か
ら
人
が
小
舟
に
乗
り
換
え
て

上
陸
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
は
、
水
深
の
浅
い
尼
崎
港
の
特

徴
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
３
）
こ
の
ほ
か

大
覚
寺
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
末
、
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
に

描
か
れ
た
境
内
絵
図
が
あ
り
ま
す
（
本
書
第
Ⅰ
部
掲
載
）。
絵
図

に
は
寺
の
敷
地
の
ほ
か
、「
市
庭
」
や
「
湯
屋
」「
公
方
地
」
な

ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
寺
の
都
市
景
観
を
復
元
す
る
た
め
の

基
礎
的
な
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
注
〕

（
１
）
尼
崎
地
域
に
関
す
る
中
世
史
料
は
『
尼
崎
市
史
』
第
四
巻

史
料
編
（
古
代
・
中
世
、
一
九
七
三
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
補
遺
と
し
て
『
地
域
史
研
究
』
第
一
一
四
号
（
二
〇
一
四
・

一
〇
）
以
降
に
天
野
忠
幸
・
樋
口
健
太
郎
「
尼
崎
市
史
古
代
・

中
世
史
料
補
遺
」
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
天
野
忠
幸
「
軍
記
物
・
旅
行
記
に
描
か
れ
た
西
摂
」（『
神

戸
～
尼
崎　

海
辺
の
歴
史
―
古
代
か
ら
近
現
代
ま
で
―
』
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
）

（
３
）
前
田
徹
「
中
世
港
湾
都
市
尼
崎
と
槻
峯
寺
・
大
覚
寺
縁
起

絵
巻
」（
摂
津
尼
崎
大
覚
寺
史
料
一
『
槻
峯
寺
建
立
修
行
縁
起

絵
巻
・
大
覚
寺
縁
起
絵
巻
』
大
覚
寺
、
二
〇
〇
五
）

〔
執
筆
者
〕
樋ひ
ぐ
ち口　

健け
ん
た
ろ
う

太
郎
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第
Ⅲ
部
第
三
章
「
尼
崎
の
中
世
」
第
二
節
〈
史
料
編
〉

第
Ⅲ
部
第
三
章
「
尼
崎
の
中
世
」
第
二
節
〈
史
料
編
〉

第
二
節
〈
史
料
編
〉
３

中
世
史
料
は

ど
こ
に
残
る
の
か

第
二
節
〈
史
料
編
〉
２

　
は
じ
め
に
　
本
章
〈
入
門
編
〉
で
『
尼
崎
市
史
』
の
成
果

を
紹
介
し
た
際
に
、
中
世
の
前
半
と
後
半
で
叙
述
の
内
容
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

中
世
前
期
と
後
期
で
は
残
さ
れ
る
史
料
の
内
容
や
、
史
料
の
残

り
方
が
異
な
る
こ
と
を
あ
げ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
こ
の
点
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
中
世
前
半
の
史
料
―
荘
園
領
主
の
も
と
に
蓄
積
さ
れ
た
文
書
　

　

尼
崎
地
域
に
関
す
る
中
世
前
半
期
の
史
料
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
、
京
都
や
奈
良
の
荘
園
領
主
の
も
と
に
残
さ
れ
た
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
大
半
を
な
し
て
い
る
の
は
、
訴
訟
関
連
文

書
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
訴
訟
の
流
れ

と
作
成
さ
れ
る
文
書
の
関
係
を
概
観
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
訴
訟
は
訴
人
（
現
在
の
原
告
に
あ
た
り
ま
す
）
の
訴
え

に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
す
。
訴
人
は
①
訴
状
を
作
成
し
、
法
廷
に

訴
え
ま
す
。
中
世
前
期
に
は
、
朝
廷
と
幕
府
の
法
廷
の
ほ
か
に

も
、
有
力
な
荘
園
領
主
が
自
分
の
所
領
に
関
わ
る
裁
判
を
行
な

う
場
合
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
公
家
、
幕
府
の
法
廷

を
例
に
話
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

法
廷
は
訴
訟
を
受
理
す
る
と
、論
人
（
現
在
の
被
告
に
あ
た
る
）

に
訴
状
を
伝
え
弁
明
を
求
め
ま
す
。
論
人
は
自
己
の
正
当
性
を

主
張
す
る
②
陳ち

ん
じ
ょ
う状
を
作
成
し
、
提
出
し
ま
す
。
陳
状
を
受
け

て
訴
人
は
再
度
訴
状
を
作
成
し
、
以
後
同
じ
よ
う
な
や
り
と
り

が
続
き
ま
す
。
こ
の
過
程
で
や
り
と
り
さ
れ
る
の
は
、
訴
状
と

陳
状
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
言
い
分
を
証
明
す
る
③

証
拠
文
書
が
添
え
ら
れ
ま
す
。
証
拠
文
書
に
は
、
土
地
の
所
有

権
な
ど
の
権
利
の
譲
渡
・
買
得
な
ど
の
事
実
を
示
す
文
書
や
、

過
去
の
判
決
文
書
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

訴
状
と
陳
状
の
交
換
は
、お
お
よ
そ
三
度
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

そ
の
都
度
新
し
い
証
拠
文
書
が
添
付
さ
れ
、
論
点
が
複
雑
化
し

て
い
く
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
情
聴
取
が
終
わ
る
と
、

中
世
史
料
と
出
会
う
た
め
に

　
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
集
　
近
世
・
近
代
史
料
の
多
く
が
活
字
化

さ
れ
ず
、
ま
た
所
蔵
先
に
行
か
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
も
多
い
の
に
対
し
て
、
幸
い
な
こ
と
に
中
世
史
料
は
数
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
明
治
時
代
以
来
の
調
査
・
研
究

に
よ
っ
て
主
要
な
も
の
が
活
字
化
さ
れ
、
史
料
集
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
、
お
も
な
中
世
史
料

は
日
本
史
の
専
門
書
を
架
蔵
し
て
い
る
大
学
や
公
立
の
図
書

館
・
文
書
館
な
ど
に
行
け
ば
、
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

尼
崎
市
の
場
合
、
地
域
研
究
史
料
館
に
主
要
な
史
料
集
は
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

で
は
、
中
世
の
史
料
集
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。
中
世
史
研
究
で
一
般
的
に
よ
く
利
用
さ
れ
る
史
料
集

に
は
、
年
代
順
に
記
載
さ
れ
た
編
年
史
料
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る

も
の
と
、
所
蔵
先
別
に
ま
と
め
ら
れ
た
家
わ
け
史
料
の
ス
タ
イ

ル
を
と
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。こ
の
う
ち
ま
ず
前
者
と
し
て
は
、

『
大
日
本
史
料
』
が
代
表
格
で
し
ょ
う
。『
大
日
本
史
料
』
は
明

治
時
代
、
国
家
の
正
史
作
成
を
目
的
と
し
て
刊
行
が
開
始
さ
れ

た
史
料
集
で
、
現
在
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
よ
っ
て
編
さ

ん
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
年
代
順
に
古
文
書
や
古
記

録
、
文
学
資
料
な
ど
も
含
め
た
す
べ
て
の
史
料
を
網
羅
し
て
い

る
の
で
、
特
定
の
事
件
や
事
象
に
関
す
る
史
料
を
探
す
の
に
は

重
宝
で
す
。
し
か
し
一
方
で
、
膨
大
な
量
と
な
っ
て
い
る
た
め

に
、
現
在
な
お
完
成
し
て
お
ら
ず
、
中
世
で
も
す
べ
て
の
時
代

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、『
平
安
遺い

ぶ
ん文
』『
鎌
倉
遺
文
』
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代

の
古
文
書
を
年
代
順
に
収
録
し
た
編
年
史
料
集
で
す
。
こ
ち
ら

は
す
で
に
完
結
し
て
お
り
、
現
在
、
こ
れ
に
続
い
て
南
北
朝
・

戦
国
時
代
の
古
文
書
を
ま
と
め
た『
南
北
朝
遺
文
』『
戦
国
遺
文
』

も
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
た
だ
、『
南
北
朝
遺
文
』『
戦
国

遺
文
』
の
編
集
は
地
域
ご
と
、
大
名
家
ご
と
に
な
っ
て
お
り
、

『
平
安
遺
文
』『
鎌
倉
遺
文
』
の
よ
う
に
完
全
に
す
べ
て
の
古
文

書
が
年
代
順
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
（
い
ず
れ
も
東
京
堂
出
版
刊
行
）。

　

次
に
家
わ
け
史
料
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
史
料
集
と
し
て
は
、

『
大
日
本
古
文
書
』が
代
表
格
で
す
。『
大
日
本
古
文
書
』は『
大

日
本
史
料
』
と
同
じ
く
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
編
さ
ん
に
な

る
史
料
集
で
、
刊
行
は
明
治
時
代
に
開
始
さ
れ
、
現
在
に
続
い

て
い
ま
す
。
寺
社
及
び
武
家
に
伝
来
し
た
文
書
が
中
心
で
、
高

野
山
・
石
清
水
八
幡
宮
・
東
寺
・
大
徳
寺
・
東
大
寺
・
醍
醐
寺
・

東
福
寺
、
伊だ

て達
家
・
毛
利
家
・
吉き
っ
か
わ川
家
・
小
早
川
家
・
上
杉
家
・

島
津
家
な
ど
の
文
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
所
蔵

先
の
文
書
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
編
集
さ
れ
て
い
る
の
で
、
必
ず

し
も
年
代
順
に
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

続
群
書
類
従
完
成
会
が
刊
行
し
た
『
史
料
纂
集
』
も
、
寺
社
・

武
家
伝
来
文
書
を
収
め
て
い
ま
す
。
熊
野
那
智
大
社
・
北
野
神

社
・
賀か

も
わ
け
い
か
づ
ち

茂
別
雷
神
社
、
東
山
御
文
庫
所
蔵
文
書
な
ど
が
刊
行

さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
刊
行
は
八
木
書
店
に
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
自
治
体
史
の
史
料
編
　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
史
料
集
は
一
般

的
な
中
世
史
の
史
料
集
で
す
が
、
地
域
の
歴
史
に
関
わ
る
史
料

を
見
た
い
場
合
に
は
、
こ
れ
と
は
別
に
自
治
体
史
を
利
用
す

る
の
が
便
利
で
す
。
自
治
体
史
に
は
、
本
文
編
（
通
史
編
）
と

史
料
編
（
資
料
編
）
の
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

史
料
編
に
は
そ
の
地
域
に
関
わ
る
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
収
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

史
料
集
と
い
う
と
、
手
に
取
り
に
く
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
自
治
体
史
の
史
料
編

は
近
年
、
初
心
者
の
方
に
も
史
料
を
読
ん
で
も
ら
う
た
め
の
工

夫
が
な
さ
れ
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
試
み
に
兵

庫
県
内
の
自
治
体
史
中
世
史
料
編
の
構
成
を
一
覧
表
に
し
た
の
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法
廷
は
訴
人
と
論
人
を
召
喚
し
対
決
さ
せ
、
勝
訴
し
た
側
に
④

判
決
文
書
を
交
付
し
ま
す
。
一
度
の
裁
判
で
も
、
最
低
こ
れ
だ

け
の
関
係
文
書
が
作
成
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

文
書
は
権
利
文
書
と
し
て
、
将
来
に
備
え
る
た
め
荘
園
領
主
の

も
と
に
蓄
積
さ
れ
、そ
の
一
部
が
現
在
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
す
。

　
中
世
後
半
の
史
料
―
現
地
に
文
書
が
残
り
始
め
る
　
南
北
朝

内
乱
を
越
え
る
と
、
荘
園
領
主
の
支
配
力
は
後
退
し
、
現
地
の

有
力
武
士
や
金
融
業
者
を
代
官
に
登
用
し
、
現
地
の
支
配
を
委

ね
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
代
官
と
の
契
約
、

交
渉
が
荘
園
領
主
の
文
書
の
中
心
を
な
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
。
年
貢
の
計
算
書
（
算
用
状
）
や
田
数
の
目
録
が
残
さ
れ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
荘
園
領
主
の
文
書
か
ら
は
、
次
第
に

現
地
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
鎌
倉
末
期
に
な
る
と
、
尼
崎
の
現
地
に
文
書
が
残
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
土
地
の
譲
与
売
買
に

関
わ
る
文
書
、
借
銭
に
関
わ
る
文
書
、
寺
社
や
一
揆
な
ど
の
組

織
や
町
や
村
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
掟お

き
て
が
き書、
大
名
や
地
域
の
武
士

か
ら
与
え
ら
れ
た
保
護
や
権
利
に
関
す
る
文
書
な
ど
が
中
心
を

な
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
第
一
に
、
中
世
の
後
半
か
ら
今
に
続
く
寺
社
が

尼
崎
に
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
今
に
続
く
町
や
村

が
現
れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
し
て
第
二
に
、
こ
の
よ
う

な
寺
社
や
町
村
が
地
域
の
秩
序
を
維
持
す
る
公
的
な
も
の
と
し

て
、幕
府
や
大
名
権
力
か
ら
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
史
料
の
残
り
方
は
、
地
域
支
配
の
あ
り
方
に

大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。一
通
の
史
料
を
手
に
取
っ
た
と
き
、

そ
の
史
料
が
ど
の
よ
う
に
し
て
残
さ
れ
、
現
代
に
伝
え
ら
れ
た

の
か
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〔
執
筆
者
〕
市い
ち
ざ
わ沢　

哲て
つ

東
大
寺
に
伝
わ
る
古
書
・
古
文
書
な
ど
を
納
め
る
東
大
寺
図

書
館
や
、
東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
か
ら
な
る
東
大
寺
総

合
セ
ン
タ
ー
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が
付
表
で
す
が
、こ
れ
を
見
て
み
る
と
、一
九
九
〇
年
代
に
入
っ

た
頃
か
ら
、
綱こ

う
ぶ
ん文

（
内
容
を
要
約
し
た
見
出
し
）
や
史
料
解
説
を

付
け
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

な
か
に
は
史
料
の
全
文
読
み
下
し
を
付
け
た
も
の
も
あ
り
（『
村

の
歴
史　

香
寺
町
史
』
通
史
資
料
編
、
姫
路
市
、
平
成
二
一
年
）、
解

説
と
あ
わ
せ
て
読
め
ば
、
ほ
ぼ
専
門
的
な
知
識
が
な
く
と
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
な
お
、
二
〇
〇
〇
年

代
以
降
は
、
判
型
も
従
来
よ
り
大
き
な
Ｂ
５
判
が
主
流
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
史
料
編
に
解
説
な
ど
が
加
わ
り
、

情
報
量
が
増
え
た
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
史
料
集
に
は
一
般
に
編
年
史
料
と
家
わ

け
史
料
と
い
う
ふ
た
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
治

体
史
の
場
合
、ス
タ
イ
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
後
掲
の
付
表
に
は
、
中
世
史
料
編
の
構
成
に
関
す
る
欄

も
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
自
治
体
史
の
史
料
編
で
は
、

編
年
史
料
の
み
、
家
わ
け
史
料
の
み
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

両
方
の
ス
タ
イ
ル
を
併
用
す
る
も
の
や
、
編
年
史
料
と
と
も
に
、

「
荘
園
」
や
「
文
化
」
な
ど
事
項
別
の
史
料
を
ま
と
め
て
あ
る

も
の
も
多
い
よ
う
で
す
。
す
べ
て
の
自
治
体
史
が
ひ
と
つ
の
ス

タ
イ
ル
に
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

編
年
史
料
は
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
を
年
代
順
に
配
列
し
て
い
る

の
で
、
特
定
の
年
代
を
輪
切
り
に
し
て
、
そ
の
間
の
地
域
全
体

を
横
断
的
に
考
察
す
る
に
は
向
い
て
い
ま
す
。
家
わ
け
史
料
で

は
、
文
書
群
ご
と
に
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
を
、
一

括
し
て
年
代
ご
と
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
し
か
し
一

方
、
編
年
史
料
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
の
史
料
が
入
り
込
ん
で

い
ま
す
。
あ
る
特
定
の
土
地
の
変
化
や
問
題
の
展
開
を
考
察
す

る
場
合
に
は
、
改
め
て
そ
れ
を
ひ
と
つ
ず
つ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
編
年
史
料

よ
り
、
地
域
や
事
項
ご
と
に
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
方
が
考

察
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。
自
治
体
史
の
史
料
編
で
は
、『
兵
庫

県
史
』
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
古
代
史
料
に
つ
い
て
は
編
年
史

料
の
み
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
す
が
、
中
世
の
場
合
、
家

わ
け
史
料
の
み
に
し
た
り
、
家
わ
け
史
料
を
別
に
章
立
て
し

て
い
る
も
の
が
多
い
の
は
、
荘
園
な
ど
地
域
ご
と
の
史
料
が

寺
社
な
ど
に
ま
と
ま
っ
て
伝
来
し
て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。

　
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
史
料
探
し
　
こ
こ
ま
で
は
、
中
世
史
料
に

出
会
う
た
め
の
図
書
類
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
が
整
備
さ
れ
、
図
書
館
や
文
書
館
に
行
か

な
く
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
で
き
れ
ば
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
端
末
か
ら
も
、
手
軽
に

史
料
を
見
た
り
簡
単
に
探
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
後

に
、
そ
う
し
た
サ
イ
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
先
に
一
般
的
な
史
料
集
の
と
こ
ろ
で
紹
介
し
た
『
大

日
本
史
料
』『
大
日
本
古
文
書
』
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
全
文
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

『
大
日
本
史
料
』
は
綱
文
単
位
で
、『
大
日
本
古
文
書
』
は
全
文

を
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
地
名
や
人
名
な
ど
を
探

す
の
は
、
書
籍
を
一
頁
ず
つ
め
く
っ
て
探
し
て
い
た
頃
か
ら
比

べ
る
と
格
段
に
速
く
な
り
ま
し
た
。
同
編
纂
所
で
は
、
こ
の
ほ

か
『
大
日
本
古
記
録
』
と
い
う
古
記
録
集
も
刊
行
し
て
お
り
、

そ
の
一
部
も
全
文
閲
覧
・
検
索
が
可
能
で
す
。
中
世
の
古
記
録

で
は
、『
民み

ん
け
い
き

経
記
』『
後ご

愚ぐ
ま
い
き

昧
記
』『
建け
ん
な
い
き

内
記
』
な
ど
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、前
述
し
た
『
平
安
遺
文
』『
鎌
倉
遺
文
』

も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
り
、
本
文
の
閲

覧
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
全
文
検
索
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
活
字
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
史
料
も
、
最
近
で
は

所
蔵
先
が
ウ
ェ
ブ
上
に
写
真
を
公
開
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

貴
重
な
史
料
が
精
細
な
原
本
写
真
で
手
軽
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、

同
編
纂
所
所
蔵
の
国
宝
・
島
津
家
文
書
を
は
じ
め
と
す
る
中
世

史
料
が
写
真
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し

て
簡
単
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京
都

大
学
（
京
都
大
学
電
子
図
書
館
）・
早
稲
田
大
学
（
古
典
籍
総

合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
な
ど
の
大
学
図
書
館
や
、
国
立
公
文
書
館

（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）・
宮
内
庁
書
陵
部（
書

陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
で
も
、
所

蔵
す
る
文
書
・
典て

ん
せ
き籍
を
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
（
平
成

二
八
年
九
月
現
在
）。
現
在
、『
大
日
本
古
文
書
』
な
ど
で
翻
刻
・

活
字
化
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
東と

う
じ寺
百ひ
ゃ
く
ご
う合
文も
ん
じ
ょ書
も
、
京
都

府
立
総
合
資
料
館
に
よ
っ
て
全
点
の
画
像
が
公
開
さ
れ
、
検
索

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
東
寺
百
合
文
書
Web
）。

こ
れ
ま
で
は
所
蔵
先
や
写
真
を
架
蔵
し
て
い
る
機
関
で
し
か
閲

覧
で
き
な
か
っ
た
史
料
が
、
ど
こ
で
も
手
軽
に
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
世
史
料
と
の
出
会
い
の
場
は
、
現
在
で
は

図
書
館
や
文
書
館
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
手
軽
に
史
料

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
か
っ
た
史
料
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
誰
で
も
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
史
研
究

は
新
た
な
状
況
を
迎
え
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。
か

つ
て
は
史
料
の
所
在
を
知
ら
な
け
れ
ば
研
究
で
き
な
か
っ
た
の

に
、
現
在
で
は
誰
も
が
専
門
の
研
究
者
と
同
じ
史
料
を
用
い
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
誰
で
も
研
究
に
参
加
で
き
る
環
境
が
、
整

い
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

〔
執
筆
者
〕
樋ひ
ぐ
ち口　

健け
ん
た
ろ
う

太
郎

（付表）兵庫県内自治体史中世史料編構成一覧（刊行順）

現行自治体 書 名 刊行年 判型 綱文 解説 構 成

西宮市 西宮市史第4巻資料編1 1962 A5 × × 編年・事項別 ( 荘園・文化 )

篠山市 大山村史史料編 1964 A5 × × 家わけ

尼崎市 尼崎市史第4巻史料編１
(古代・中世) 1973 A5 × × 編年・事項別 ( 荘園 )・家わけ ( 市内寺院 )

伊丹市 伊丹中世史料
(伊丹資料叢書2) 1974 B5 × × 編年・文芸関係資料

芦屋市 新修芦屋市史資料篇1 1976 A5 × × 編年

川西市 川西市史第4巻史料編1 1976 A5 × × 編年・家わけ ( 市内 )

宝塚市 宝塚市史第4巻資料編1 1977 A5 × ○ 編年

兵庫県 兵庫県史史料編中世1 ～ 9 1983-97 A5 × × 家わけ ( 県内・県外 )

赤穂市 赤穂市史第4巻 1984 A5 × ○ 事項別

たつの市 龍野市史第4巻史料編1 1984 A5 × ○ 事項別・家わけ ( 市内 )

明石市 明石市史資料第5集
(古代・中世編) 1985 A5 × × 編年・家わけ ( 周辺寺社 )・文学史料など

太子町 太子町史第3巻史料編1 1989 A5 × × 家わけ ( 町内寺院 )・編年

相生市
相生市史第5巻 1989 A5 × × 事項別

相生市史第7巻・第8巻上下 1990-95 A5 × × 事項別 ( 矢野荘 )

豊岡市
豊岡市史史料編上巻 1990 A5 × × 編年・別編 ( 風土記など )

城崎町史史料編 1990 A5 ○ × 事項別・家わけ ( 町内 )

福崎町 福崎町史第3巻資料編1 1990 A5 ○ × 編年・事項別 ( 荘園 )・家わけ ( 町内 )

猪名川町 猪名川町史第4巻史料編 1993 A5 ○ × 事項別

加古川市 加古川市史第4巻史料編1 1996 A5 × × 編年・家わけ ( 市内寺院 )

たつの市 御津町史第3巻史料編1 1997 A5 × × 事項別・家わけ ( 町内 )

小野市 小野市史第4巻史料編1 1997 A5 × × 家わけ・編年・事項別 ( 荘園 )

三田市 三田市史第3巻
古代・中世資料 2000 B5 ○ ○ 編年・家わけ・銘文

姫路市 姫路市史第8巻史料編
古代・中世1 2005 A5 ○ × 編年

たつの市 播磨新宮町史史料編1
古代・中世・近世 2005 B5 ○ ○ 編年・事項別 ( 荘園・交通 )

加西市 加西市史第8巻史料編2
古代・中世 2006 B5 ○ ○ 編年

高砂市 高砂市史第4巻史料編
地理・考古・古代・中世 2007 A5 × ○ 編年・寺院縁起・謡曲

養父市 大屋町史史料編 2008 B5 ○ ○ 家わけ ( 町内 )・編年

姫路市 村の歴史　香寺町史
通史資料編 2009 B5 ○ ○ 編年

姫路市 姫路市史第9巻史料編
中世2 2012 A5 × × 家わけ ( 市内 )・事項別 ( 赤松家 )・寺社縁起

https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/
https://www.digital.archives.go.jp/
http://shoryobu.kunaicho.go.jp/
http://shoryobu.kunaicho.go.jp/
http://hyakugo.kyoto.jp/
http://hyakugo.kyoto.jp/
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中
世
史
料
を
読
む
た
め
に

―
そ
の
準
備
―

　

中
世
史
料
の
多
く
は
漢
文
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
中

学
・
高
校
で
習
う
古
代
中
国
の
漢
文
と
同
じ
で
は
な
く
、
中
世

の
日
本
語
に
合
う
よ
う
に
く
ず
さ
れ
た
漢
文
な
の
で
、
か
な
り

と
っ
つ
き
に
く
い
と
感
じ
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
史
料
の
内
容
を
理
解
し
、
そ
れ
を
用
い
て
研
究

を
行
な
う
た
め
に
は
、
正
確
に
読
み
、
そ
の
意
味
を
取
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

中
世
史
料
を
読
む
た
め
に
必
要
な
参
考
書
類
を
紹
介
し
ま
す
。

　
史
料
を
読
む
た
め
の
ツ
ー
ル
　
多
く
の
中
世
史
料
は
漢
文
な

の
で
、
こ
れ
を
読
む
に
は
日
本
語
と
し
て
訓く

ん
ど
く読
し
、
そ
の
う
え

で
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
必
要
な
ツ
ー
ル

と
な
る
の
が
、
漢
和
辞
典
や
国
語
辞
典
と
い
っ
た
辞
書
類
で

す
。
こ
こ
で
は
ま
ず
漢
和
辞
典
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
史

料
に
記
さ
れ
た
漢
字
の
読
み
方
は
、
多
く
の
場
合
一
般
の
漢
和

辞
典
で
調
べ
れ
ば
わ
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
と
き
に
は
こ
れ
ら

を
探
し
て
も
載
っ
て
い
な
い
漢
字
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
場
合
に
使
用
す
る
の
が
、
諸も

ろ
は
し橋
轍て
つ
じ次
編
『
大
漢

和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）
で
す
。『
大
漢
和
辞
典
』
は
全
一
五

巻
か
ら
な
る
最
大
の
漢
和
辞
典
で
す
。
大
部
な
辞
書
な
の
で
扱

い
は
大
変
で
す
が
、
現
在
知
ら
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
が
網
羅

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
漢
和
辞
典
で
調
べ
て
も
わ
か

ら
な
い
漢
字
は
、
通
常
の
字
体
と
は
異
な
る
異
体
字
で
あ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
異
体
字
に
は
異
体
字
典
と
い
う
専
門
の
辞

書
が
出
さ
れ
て
お
り
、『
異
体
字
解
読
字
典
』（
柏
書
房
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、こ
れ
ら
も
あ
わ
せ
て
見
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

漢
字
の
読
み
方
が
わ
か
っ
た
ら
、
次
に
国
語
辞
典
で
意
味
を

調
べ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
使
用
す
る
国
語
辞
典
は
漢

和
辞
典
と
は
異
な
り
、『
広
辞
苑
』
な
ど
一
般
の
国
語
辞
典
は

あ
ま
り
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。
一
般
の
国
語
辞
典
は
あ
く
ま
で

現
代
語
を
調
べ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
中
世
語
ま
で
カ
バ
ー

で
き
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
史
料
の
読
解
に
あ
た
っ
て

は
、
現
在
も
っ
と
も
詳
細
な
国
語
辞
典
で
あ
る
『
日
本
国
語
大

辞
典
』（
第
二
版
、
小
学
館
）
を
利
用
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
、
現
代
語
の
ほ
か
、
史
料
に
出
て

く
る
中
世
の
語
句
も
項
目
と
し
て
立
項
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

史
料
を
用
例
と
し
て
、
現
代
で
は
使
わ
れ
な
い
語
句
の
意
味
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
史
料
の
解
釈
に
は
重
宝
で
す
。
こ

の
ほ
か
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
室
町
時
代
編
（
三
省
堂
）
も
、

室
町
時
代
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
世
史
料

に
出
て
く
る
用
語
を
調
べ
る
の
に
有
用
で
す
。

　
中
世
史
料
に
慣
れ
よ
う
　
漢
和
辞
典
で
漢
字
の
読
み
方
が
わ

か
っ
て
も
、
中
世
に
は
独
特
な
読
み
方
を
す
る
語
句
も
多
い
の

で
、
史
料
を
読
み
こ
な
し
、
正
確
に
読
め
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
中
世
の
文
章
に
慣
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
お
勧

め
な
の
は
、
漢
文
で
書
か
れ
た
史
料
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
訓

読
さ
れ
た
史
料
を
読
む
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
鎌
倉
幕
府
の

公
的
歴
史
書
で
あ
る
『
吾あ

づ
ま
か
が
み

妻
鏡
』
は
古
く
か
ら
初
学
者
向
け
の

テ
キ
ス
ト
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、『
吾
妻
鏡
』

（
龍り

ょ
う
す
す
む

粛
訳
注
、
岩
波
文
庫
、
た
だ
し
暦
仁
二
年
―
一
二
三
九
―
以
降

未
刊
）
や
『
全
訳
吾
妻
鏡
』（
貴
志
正
造
訳
注
、
新
人
物
往
来
社
）

と
い
っ
た
良
質
の
訓
読
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
原
文
と
あ

わ
せ
て
読
め
ば
、
史
料
の
訓
読
方
法
を
学
ぶ
の
に
参
考
に
な
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
岩
波
書
店
が
刊
行
し
た
日
本
思
想
大
系
第

二
一
・
二
二
『
中
世
政
治
社
会
思
想
』
上
・
下
に
は
、「
御
成

敗
式
目
」
や
戦
国
家
法
、
公
家
新
制
と
い
っ
た
重
要
な
中
世
法

制
史
料
が
訓
読
・
原
文
並
記
で
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
書
に

は
詳
細
な
注
釈
も
付
け
ら
れ
て
お
り
、
初
学
者
の
た
め
に
も
親

切
で
す
。
古
記
録
に
つ
い
て
も
、
研
究
上
と
く
に
重
要
な
も
の

は
、
高
橋
貞
一
『
訓
読
玉ぎ

ょ
く
よ
う
葉
』（
高
科
書
店
）、
今
川
文
雄
『
訓

読
明
月
記
』（
河
出
書
房
新
社
）、
村
田
正
志
編
『
和
譯
花
園
天

皇
宸し
ん
き記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
な
ど
の
訓
読
書
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
日
記
を
読
む
と
き
の
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。
訓
読

書
に
は
誤
読
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
全
幅
の
信

頼
を
置
く
の
は
危
険
で
す
が
、
な
か
に
は
難
解
で
読
み
に
く
い

史
料
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
自
分
で
史
料
を
読
ん
で
意
味
を
取
り

に
く
い
場
合
な
ど
、
ひ
と
つ
の
道
し
る
べ
と
し
て
利
用
し
て
み

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
古
文
書
を
読
む
　
史
料
を
読
ん
で
理
解
す
る
に
は
、
書
か
れ

て
い
る
内
容
を
解
釈
す
る
と
と
も
に
、
史
料
自
体
の
性
格
も
知

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
古
文
書
の
場
合
、
書
か
れ
た
時
代
・
地

域
や
そ
の
機
能
な
ど
に
よ
り
文
章
や
様
式
、
形
態
、
材
料
な
ど

に
差
違
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
内
容
を
理
解
す
る
う
え
で

重
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
古
文
書
の
な
か
に

は
、
書
か
れ
た
時
代
や
差
出
人
名
も
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
う
し
た
場
合
も
、
古
文
書
の

様
式
や
使
わ
れ
て
い
る
文
言
を
調
べ
れ
ば
、
そ
れ
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
古
文
書
が

偽
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

古
文
書
の
様
式
・
形
態
に
関
す
る
研
究
は
明
治
期
か
ら
盛
ん

に
行
な
わ
れ
、
概
説
書
も
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
概
説
書
と
し
て
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
の
は
、
佐
藤
進

一
『［
新
版
］
古
文
書
学
入
門
』（
法
政
大
学
出
版
会
）、
日
本
歴

史
学
会
編
『
概
説
古
文
書
学
』
古
代
・
中
世
編
（
吉
川
弘
文
館
）

の
二
冊
で
し
ょ
う
。
両
書
と
も
に
、
様
式
の
時
代
的
変
遷
を
中

心
に
古
文
書
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
大

学
の
講
義
で
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
と
く
に
『［
新
版
］
古
文
書
学
入
門
』
は
、
様
式
ご
と
に

史
料
の
用
例
が
紹
介
さ
れ
、
詳
細
な
語
注
と
要
旨
が
付
け
ら
れ

て
い
る
の
で
、
史
料
を
読
む
た
め
の
練
習
台
に
も
な
る
は
ず
で

す
。ノ
ー
ト
を
取
り
な
が
ら
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

近
年
は
、
実
際
に
古
文
書
が
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
、
利
用
・

保
管
・
廃
棄
さ
れ
た
の
か
と
い
う
流
れ
を
重
視
し
て
、
中
世
文

書
を
体
系
化
し
よ
う
と
い
う
試
み
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
久

留
島
典
子
・
五
味
文
彦
編
『
史
料
を
読
み
解
く
〈
１
〉
中
世
文

書
の
流
れ
』（
山
川
出
版
社
）
は
、
こ
う
し
た
視
角
か
ら
編
集
さ

れ
た
中
世
文
書
の
入
門
書
で
、
文
書
の
流
れ
や
機
能
に
即
し
て

特
徴
的
な
文
書
が
図
版
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
記
録
を
読
む
　
古
記
録
に
つ
い
て
も
、
古
文
書
と
同
様
、

時
代
や
地
域
な
ど
に
よ
っ
て
様
式
や
形
態
が
あ
り
、
こ
れ
を
記

す
う
え
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
決
ま
り
ご
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
中
世
史
料
の
研
究
は
古
文
書
の
研
究
が
中
心
で
、
古
記
録
に

関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
近

年
、
古
記
録
を
史
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
公
家
・
朝

廷
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
古
記
録
自
体
の

研
究
も
盛
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
な
か
刊
行
さ
れ
た
、

古
記
録
読
解
の
た
め
の
は
じ
め
て
の
概
説
書
が
、高
橋
秀
樹『
古

記
録
入
門
』（
東
京
堂
出
版
）
で
す
。
本
書
に
は
、
古
記
録
の
歴

史
や
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
・
形
態
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も

に
、『
玉
葉
』『
民み

ん
け
い
き

経
記
』
と
い
う
日
記
を
事
例
と
し
て
、
古
記

録
を
読
む
方
法
が
く
わ
し
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は

漢
文
史
料
を
読
む
た
め
の
コ
ツ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
人

物
や
地
名
な
ど
の
調
べ
方
ま
で
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
本
書
は
古
記
録
を
読
む
た
め
だ
け
で
な
く
、
中
世
史
料

を
読
も
う
と
い
う
初
学
者
全
般
に
有
益
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）の「
記
録
」の
項
に
は
、

皆
川
完
一
作
成
の
「
記
録
年
表
」
が
あ
り
、
日
記
の
残
存
状
況

が
月
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
古
記
録
を
史
料
と
し

て
利
用
す
る
と
き
に
は
最
初
に
見
て
お
く
と
便
利
で
す
。

　
地
名
・
人
名
を
知
り
た
い
　
最
後
に
、
史
料
に
出
て
く
る
地

名
や
人
名
の
調
べ
方
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。地
名
に
つ
い
て
は
、

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』（
角
川
書
店
）、『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』

（
平
凡
社
）
と
い
う
二
種
類
の
地
名
辞
典
が
く
わ
し
く
、
都
道
府

県
別
に
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
イ
ル
に
違
い
が

あ
り
、
前
者
は
五
十
音
順
、
後
者
は
自
治
体
ご
と
に
項
目
が
配

列
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
尼
崎
市

域
の
関
連
す
る
地
名
ま
で
あ
わ
せ
て
調
べ
た
い
と
い
う
場
合
な

ど
は
、
後
者
の
方
が
便
利
で
し
ょ
う
。

　

人
名
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
名
辞
典
も
刊
行
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
史
料
に
出
て
く
る
人
名
は
有
名
人
ば
か
り
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
史
料
に
は
実
名
で
は
な
く
「
右
大
臣
」
と

か
「
摂せ

っ
つ
の
か
み

津
守
」
と
い
っ
た
官
職
で
登
場
す
る
人
物
も
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
名
は
ど
う
調
べ
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
官
職
か
ら
人
名
を
知
り
た
い
と
き
、
公
卿
（
位
階
が
従

三
位
以
上
、ま
た
は
官
職
が
参
議
以
上
）
の
場
合
『
公
卿
補
任
』（
新

訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
）
と
い
う
職
員
録
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
使
え
ば
一
年
ご
と
の
公
卿
の
官
職
に
該
当
す
る
人
物
の

名
前
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
国
司
の
場
合
も
、宮
崎
康
充
編『
国

司
補
任
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
や
飯
田
悠
紀
子
「
知
行
国
主
・

国
司
一
覧
」（『
中
世
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
近
藤
出
版
社
）
が
あ
り
、

国
司
の
名
前
が
年
代
順
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
名

前
は
わ
か
る
が
、人
物
の
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
は
、

系
図
集
『
尊
卑
分
脉
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
）
か

ら
系
図
を
調
べ
た
り
、
多
賀
宗
隼
『
玉
葉
索
引
』（
吉
川
弘
文

館
）、御
家
人
制
研
究
会
編
『
吾
妻
鏡
人
名
索
引
』（
同
前
）
な
ど
、

史
料
の
索
引
を
利
用
し
て
、
同
じ
人
物
が
別
の
史
料
に
ど
の
よ

う
に
登
場
す
る
か
、
見
て
み
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

〔
執
筆
者
〕
樋ひ
ぐ
ち口　

健け
ん
た
ろ
う

太
郎
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